
○苫小牧市住居表示整備審議会条例 

昭和４４年８月１２日 

条例第２４号 

（目的及び設置） 

第１条 住居表示に関する法律（昭和３７年法律第１１９号）の施

行に伴い本市における合理的な住居表示制度を実施するため、市

長の諮問に応じ、調査、審議し、これを市長に答申することを目

的として苫小牧市住居表示整備審議会（以下「審議会」という。）

を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 市長は、次の各号に掲げる事項について審議会に諮問する

ものとする。 

（１） 住居表示整備事業実施基準に関すること。 

（２） その他市長が特に必要と認めること。 

（組織） 

第３条 審議会は、委員１６人以内で組織する。 

（委員） 

第４条 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

（１） 学識経験者 

（２） 関係行政機関の職員 

（３） 住民組織の代表者 

（４） その他市長が適当と認める者 

（任期） 

第５条 委員の任期は、第２条の規定による諮問に対する答申を完

了したときまでとする。 

（会長及び副会長） 

第６条 審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選により定める。 

２ 会長は、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠

けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 審議会の会議は、会長が招集する。 

２ 審議会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことが

できない。 

３ 審議会の会議の議長は、会長が行なう。 



４ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。 

（意見の聴取） 

第８条 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を審議

会に出席させて説明を求め、又は意見を述べさせることができる。 

（市長への委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、審議会に関し必要な事項は、

市長が別に定める。 

附 則 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

２ 苫小牧市特別職の職員の給与に関する条例（昭和２９年条例第

９号）の一部を次のように改正する。 

（次のよう略） 

３ 苫小牧市職員等の旅費支給条例（昭和２６年条例第４号）の一

部を次のように改正する。 

（次のよう略） 

附 則（昭和５８年１０月７日条例第１６号改正） 

この条例は、苫小牧市部設置条例の一部を改正する条例（昭和５８

年条例第１５号）の施行の日（昭和５８年１１月１日）から施行す

る。 

附 則（平成１３年５月２１日条例第１３号改正） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２２年６月１８日条例第９号改正） 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

 


